<トピックス>1999年台湾集集地震 Chelungpu断層における温度測定II by 中尾, 節郎
Title<トピックス>1999年台湾集集地震 Chelungpu断層における温度測定II
Author(s)中尾, 節郎




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
- 72 - 
 
1999 年台湾集集地震 Chelungpu 断層における温度測定Ⅱ 










い、予定通り 20 本の温度センサー連続観測体制に入った。 






写真 2で示すように、長さ 20cm 程度の持ち運び便利な精密温度計を海洋研究開発機構から
借用し、写真 3 に示すように掘削日誌より 171m 付近に断層があるとのことで、断層前後は





温度観測データは 2008 年 5 月 9 日から 10 月 14 日までの期間である。温度補正のチェック
などができていないため詳しいことは分からないが、同行し本研究の共同研究者、京大助教
写真 3 温度センサー取り付け間隔 写真 2 精密度温度センサー 
写真 1 観測孔井 

























図 1 時系列 
 
図 2 深度別の温度 









写真 5 台湾、バス（帰路） 
写真 7 果物屋 写真 6 墓地 
 
写真 4 台湾、新幹線（往路） 
